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大和写真工
業（株）が毎

月お客様へ

印刷・複写・
デジタルの

お役立ち情
報をお届け

します。

桜の開花情報と同じく毎日目にするのがロシアによるウクライナ軍事侵攻のニュース。
建物が破壊され、たくさんの方が亡くなられているのは本当に心が痛いです。またこれから
たくさんの楽しく明るい未来のあるはずだった子どもたちの被害に、自分も子を持つ親として
怒りがこみ上げてきます。
喧嘩には必ず双方の言い分がありますが、力（武力）で解決するやり方は絶対に許せません。
必ず「力には力で」という憎しみの連鎖が延々と続きます。
停戦交渉も進められているようですが、とにかく一日でも早く、戦うことをやめて！と願うばかり
です（今回も私情が入ってしまい、申し訳ございません…）。

代表取締役　鶴井宏尚
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作
り
ま
せ
ん
か
？

心
に
残
る
記
念
誌

創立・設立等の節目の年に、心に残る記念誌を作りませんか？
企画段階から原稿の用意の仕方まで何でもご相談を承ります。
伝統のある会社で創業当時などの古い写真データがない場合
でも、ご安心ください。原稿からスキャニングしてデジタル化、
完成した記念誌を電子カタログにすることも可能です。
不慣れでも経験豊富な当社営業マンが親切・丁寧にお手伝い
致します。まずはお気軽にご相談ください。

ご要望により出張撮影ドローンでの撮影、取材も可能です

当社には長年培ったノウハウがあります。
お客様の歴史をカタチにするサポートは
お任せください！

キラキ ラ 輝く新 生 活 の 始 まり



4
月
22
日
は「
地
球
の
日（
ア
ー
ス
デ
ー
）」。地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
か
。

世
界
各
国
で
は
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
も
行
れ
る
そ
う
で
す
。

当
社
で
も
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、会
社
業
務
内
で
の
心
掛
け
や
、

各
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、暮
ら
し
の
中
で
行
っ
て
い
る
エ
コ
活
動
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、「
暮
ら
し
の
中
の
わ
た
し
た
ち
の
エ
コ
！
」の
ご
紹
介
で
す
。

「
エ
コ
ひ
い
き
」

地
球
に
や
さ
し
い

社内での「エコひいき」

やってます

　当社では、2005年よりISO14001の環境マネジメントシス
テムに基づいた環境関連の取り組みに力を注いできました。
　現在もその延長線上で、SDGｓにおける
環境保護活動を行っています。

残業時間の規制や、
ノー残業デーを設けるなど、
働き方改革の中で効率性・生産性は
維持しながらもエコに結びつける体制をとっている。

使用していない部屋の電気の消灯や、
稼働していない機械の電源をこまめに消す。

再資源になる紙や一般ごみの分別はもちろん、
出し方にもルールを徹底して行っている。

エアコンの温度設定を、
暖房使用時の温度は22℃以下に、
冷房使用時の温度は26℃以上に。

会議資料などのペーパーレス化を
できるだけ心がけている。

急発進、急加速、急ブレーキ、
空ぶかし（アイドリング）などを控えて
エコドライブで燃費アップにつなげている。

コンセントはスイッチ付き電源タップに変更する。

会社周りのゴミの清掃。

食品は必要な分だけ購入する （本社事務・木村）
余った料理は、別の料理にリメイク （本社事務・松田）
賞味期限が切れないよう、注意＆工夫 （本社事務・松下）
食材はすべて使い切り、野菜の葉・茎・皮も
きちんと料理に活用 （制作課・西矢）

マイバックを持参する （本社営業・福田）
詰め替え用の商品を選んで購入 （本社営業・村上）
洗剤類は直接下水に流れるので、
天然由来原料の物を使用 （印刷課・児玉）
本当に気に入ったものを
厳選して長く使う （制作課・井上）

水は出しっぱなしにせず止める （本社営業・今井）
照明をLED電球に替え、小まめに消灯 （制作課・門脇）
使わない電化製品の
コンセントは抜く （画像情報課・和田）
近くの外出では車は使わず、
徒歩 or自転車で （制作課・岸）

家庭内での「エコひいき」

フードロスに関すること

買い物に関すること

そのほかのこと

　われら大和写真スタッフは、それぞれ家庭内でどんなエコラ
イフをやっているのか、聞いてみました。

　エコを意識して些細な工夫や行動を実行して
いると、自然なこととして身につき、地球環境に大
きくつながります。わたしたちは「エコひいき」とよ
んで、日々の暮らしでやっています。

さらにエコ
・プラス！

会社の備品は
大切に使用


